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吐 嘔 喇 群 島
ー

の 蟻 數 種

安　　松 　 　京 　　三

九 州帝 國大 學 農學部昆 蟲學 教室

SOME 　ANTS 　 FROM 「PE［E 　LINSHOTEN 　 ISLANDS

　　　　　　　　 B ・J　KE ・z6　Y皹 uM 孟Tsu
，
：．

　昭和 9 年 （1934）5 月江 1剛弟三先生 は澁澤子 爵の 十 島探訪團に參加 さ れ，吐 臈喇群島の 諸島

を訪問，昆蟲 の 親察及び採架 に努 力 され た。 そ の 時の 探集品は全部 九 州帝國大 糶 墨 部昆蟲

墨轂室 に保存 され て 居 る が ，私 は そ の 中 の 蟻類數種 た就 い セ記録 し て お き た い と思ふ
。

「

　從來吐喝 喇群島か らは ユ種 の蟻 も記録 され た事 が な い め で ，江崎先生 の 採集 された種は全

部 向群島か ら最初の 記鍛と な る わ けであるq　
 

　　・
” 層’．

先づ 嗣 蹴 ・ て 御蹴 励 瞬 旨彜磯 細 瀧 麟≒触 欄
・ 意 譲 す

る 。

Subfainily　MY 恥 工ICINAE 　 7 タ フ シ ア リ亜 科

1． Pheidote πo ｛置認 RS 、1【ITH 　IS74 オホ ヅア カ ア リ

職蟻 2 頭 ，
14・v・1934

， 竹島 （．A．pollo　lsland ）．

　木種 は九 州 ・四 國 ・淡路島・伊豆大 島及 び 本 州 に 廣 く分布 して 居 る普通種で ， 本州 に於 て ほ

表 日本の 海岸地方 に滑 うて 房總牛島附近 1〔 ま で逹 して 居 る。徇 1929年 に は CILRLO　MENozz エ

氏 が本種を 中支 の 上海 及び呉淞あら報告 して 居 る 。

2． Pristomyrmex 　pungens 　MAYR ，ユ866　ア ミメ ア リ

　職蟻 1頭 ，14・v・1934，屑
’
島　（APoUo 　Island ＞．

　本種 も本邦に於て r齢匝種で ， 北悔道 ・本州・四國 ・九 州・朝鮮 ・蘯灣 ・支那 の 江蘇省 ・浙江 省等に

廣 く分布す る 。．P ’
・‘5‘儡 F ，，鷹 殉 りo ，融 ‘s　FOREL ， 1900 はオに種の 異名で あるが ， 昭和 14 年 に江

崎 ・
堀 爾先生 と共 著で 出版 し た 三 省堂 の 原色 日本昆蟲圜説 の 第 349 頁の ア ミ メ ア リの 學名は

異名 の 方 を採用 して 居 る の で 茲 に訂 正 して お きた い 。

3・ TetramoriUin 　guineense （FABRICIuS，
1793 ）・オホシ ワ ア リ

　職蟻 1頭 ，
14．v ．1934

， 竹島 （AI〕ollo 　 Islalicl）．　　　　　　　　　　　　　
’

　本種 は懃帶地 方 に廣 く分布 する蟻で あるが ，本 i邦内地 で は 比較的稀で ，和歌山縣の 瀬戸附

近 ・串本 附近 ・高知縣の 室戸崎近傍 及び 宮崎縣 の 青島等の海岸砂地等に營巣 して 居る事が 知 ら

れ て 居 る。
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書
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　 　 昌雌 m 乳1況FrR脚 A旦
，． 

ア 勝 1・
　，　 4． Camponotus ／aponicus 　lエAYR

，
ユ866　クロ オ ホ ア リ

　　　　4、葦彡耳義蟻 1 頭 ，
14．v．1934， 硫黄島　（VOlcano

’
lsland）．

　　　　 日本列島に 於て は硫黄島が分布 の 南 限と なっ た わ けで あ る
。

5。（7amp・n ・tUS （鞠 肋 α 皿 殉 ε）
’
ε‘・‘齢 醜 姆 S 工工σ vay ・α 君r ε9 επ α伽 S ・・・… SGHT ，　 1937

大 形 及 び 小 形纖 各 1 頭 ・
・14・v ・潤 4噂 島、（A叫 rlrl哩 ）・．． 、

　本變種は最近 本州の 山口縣か ら發 表され た もの で ， 竹 島産の 標本は先 づ var ．　 atrige7b α t・tc−s　trC

同定す べ k もの と思は れ る
。
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